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Ｕターンフェア
来春卒業予定の大学生等を対象
とした、各企業の人事担当者と
の面談会　※予約不要
時 4月19日(月) 12:00～16:00
場 ホテルグランヴィア和歌山
(和歌山市)

問 実行委員会t073-431-7376

「県立生石高原の家」の休所
4月1日から、宿泊施設、体育館、
キャンプ場、炊事場等のすべて
の施設が利用できません。
問 県庁青少年課

事業主の皆さんへ(労働保険料)
平成16年度の労働保険料の申
告･納付手続きは、4月1日～5
月20日までにお願いします。
問 和歌山労働局労働保険徴収室
t073-422-2175

中小企業の皆さんへ
(退職金制度)
中小企業において退職金制度を
設けたい場合は、安全･確実･有
利な国の「中退共制度」をご利
用ください。
問 中退共相談コーナーt06-
6536-1851、県庁労働企画課

交通公園からのお知らせ
●4月1日から有料ゴーカートの
運行を廃止します
●子どもや高齢者向け交通安全教
室の受講を希望する方は、交通安
全協会t073-473-1710又は交通
公園t073-472-7690まで

健康講座「食と健康」
～かかりつけ医があなたを守る～
食生活相談(要予約)と講演「生
活習慣病」「勘違いによる食生
活」「健康長寿への食生活」
時 4月22日(木) 10:00～17:00
場 和歌山ビッグ愛(和歌山市)
問 県庁健康対策課

最新の医療カンファランス(講演)
「脳卒中はどんな病気」
時 5月6日(木) 15:00～17:00
場 県立医科大学 生涯研修・地
域医療センター(和歌山市)
定 100人(事前申込不要)
問 会場t073-441-0789

水質検査受付日の変更
4月から、県立保健所(支所)での
水質検査の受付が、毎月第1週
と第3週の月曜日(祝日の場合翌
日)の9:00～12:00に変わります。
問 各県立保健所(支所)、県庁食
品安全企画課

PCB廃棄物の届出
ポリ塩化ビフェニル(PCB)使用
製品(昭和47年頃以前に製造さ
れたトランスやコンデンサー等)
が廃棄物となった場合、事業者
は毎年度6月末までに保管状況
を届け出る義務があります。
問 県立保健所、県庁廃棄物対策課

犬の飼い主の皆さんへ
①犬を飼ったら必ず登録
②年1回、犬に狂犬病予防注射
③飼い主の変更や引っ越し、犬
の死亡の際は、必ず変更の届出
問 各市町村役場

��
�

アサーティブトレーニング講座
より良い人間関係を築くため、
自分も相手も大切にしながら自
己表現する方法を学ぶ(2日間)
時 5月29日(土)、6月5日(土)
共に13:00～17:00

場県男女共生社会推進センター
りぃぶる(和歌山市)

対・定 女性30人(先着順)
申電話、FAX、Eメールで住所、
氏名、年齢、電話番号を、5月
25日(一時保育は5月18日)まで
にりぃぶる※「アサーティブ講座」係
t073-435-5245  FAX073-
435-5247  Eメールe0315012@
pref.wakayama.lg.jp
問申込先

青年海外協力隊員等
【青年海外協力隊】

説明会 4月11日(日)14:30～及
び5月12日(水)18:30～　共に和
歌山ビッグ愛(和歌山市)
①青年海外協力隊員(2年間)

対満20～39歳の日本国籍の方
派遣国アジア、アフリカ、中南米、
大洋州、中近東、東欧の68カ国
②日系社会青年ボランティア

(2年間)

対満20～39歳の日本国籍の方
派遣国アルゼンチンなど中南米
各国の日系団体等
【シニア海外ボランティア(1～

2年間)】

説明会 5月12日(水)14:30～
和歌山ビッグ愛(和歌山市)

対満40～69歳の日本国籍の方
派遣国アジア、アフリカ、中南
米、大洋州、中近東、東欧の54
カ国
申所定の用紙で4月10日～5月
20日
問県国際交流協会※t073-435-
5240、国際協力機構J ICA大阪
t072-641-6900

県男女共同参画審議会委員
男女共同参画を進めるため県条
例に基づき設置している審議会
で、委員の業務は会議等への出
席(年3回程度、和歌山市内で平
日の昼間に開催予定)
対・定 県内に在住･在勤･在学の
満20歳以上の方 2人(議員、公
務員等は不可)
任期 2年(平成16年6月～予定)
申 所定の申込書に、「男女が安心
して社会参画できる環境づくりの
ために」と題した小論文(1,600
字程度)を添えて、4月30日まで
に県庁男女共生社会推進課
問申込先

県観光キャンペーンスタッフ
5月1日から1年間、県内外での
イベント等で和歌山県の観光
PRをしていただきます
対・定 県内在住又は県出身の18
歳以上(平成16年3月31日現在・
高校生不可)の方で、協調性に富
み、明朗で健康な方 6人 ※性別
不問
申履歴書を4月19日までに県観
光連盟(県庁観光振興課内)へ郵
送又は持参

面接審査 4月25日(日)・県民文
化会館(和歌山市)
問申込先t073-422-4631

障害者・高齢者ホームヘルパー
養成研修(3級課程)
時講義＝6月7～18日(但し、11
～14日を除く) 実習＝講義終了
後1日間　※全日程受講必要
場シティプラザホテル(田辺市)
定 60人 抽
費 11,000円(テキスト代等)
申ハガキで住所、氏名(ふりが
な)、生年月日、電話番号、及び
7月末開催予定の2級課程受講希
望の有無を、5月14日までに県
地域介護普及センター〒646-
0012田辺市神島台6-1
問申込先t0739-22-6589

全日本中学生
水の作文コンクール
課題 水について考える(題名自
由)。400字詰め原稿用紙4枚以
内。本文の前に題名、学校名(ふ
りがな)・学年、氏名(ふりがな)
を記入
対中学生(同学齢の方を含む)
申 5月15日までに県庁地域振興課
問申込先

きのくに木造住宅耐震診断等
耐震診断士の派遣や耐震改修工
事費用の一部補助を実施
対昭和56年5月31日以前に建
築された木造軸組工法の住宅等
申当事業を実施する市町村役場
問申込先、県庁都市政策課

「緑の雇用」森林作業員
県内の森林組合に所属して、間
伐･下草刈り等を行う
問わかやま林業労働力確保支援
センターt0739-83 -2022
FAX0739-83-2565

喜の国いきいき健康長寿祭
スポーツ交流大会
種目・時・場
グラウンドゴルフ

5月14日(金) 上富田町
卓球･弓道

5月28日(金) 和歌山市
ペタンク

6月2日(水) 和歌山市
テニス･ソフトテニス

6月11日(金) 和歌山市
※種目によりダブルス･トリプ
ルス等の別あり
対県内在住の60歳以上の方(昭和
20年4月1日以前に生まれた方)
申ハガキ、封書、FAXで住所、
氏名、性別、生年月日、電話番
号、種目(チーム名)を、4月26
日までに県社会福祉協議会いき
いき長寿社会センター
〒640-8319和歌山市手平2-1-2
和歌山ビッグ愛7階
FAX073-435-5215
問申込先t073-435-5214

ホームヘルパー養成講習会
(2級課程)
母子家庭の母、寡婦が対象です
(和歌山市在住の方を除く)
時 6月下旬～11月下旬の原則
土･日曜(一部平日あり)
場①かつらぎ町 ②川辺町

定各20人程度
費無料(テキスト代は自己負担)
申往復ハガキで住所、氏名、生
年月日、電話番号、子どもの人
数･年齢、受講地の希望、申込
動機を、4月30日までに県母子
寡婦福祉連合会〒641-0021和
歌山市和歌浦東3-6-46
問申込先t073-444-0376

語学教室(各講座全8回)
フランス語

5月11日～6月29日 毎週火曜日
･初めての方＝13:30～14:45
･初級＝18:30～19:45
初級英会話

5月12日～6月30日 毎週水曜日
18:30～19:45
スペイン語

5月6日～6月24日 毎週木曜日
･初めての方＝13:30～14:45
･初級＝18:30～19:45
初めての韓国語

5月7日～6月25日 毎週金曜日
18:30～19:45
中国語

5月8日～6月26日 毎週土曜日
初めての方＝10:30～11:45
初級＝18:30～19:45
場県国際交流センター(和歌山市)
定各講座20人(先着順)
費 5,000円(1講座)＋県国際交流
協会賛助会員登録料3,000円
申ハガキ、FAXで希望講座名、
住所、氏名(ふりがな)、電話番号
を県国際交流協会〒640-8319和
歌山市手平2-1-2和歌山ビッグ愛
8階 FAX073-435-5243
問申込先t073-435-5240

各振興局代表電話　海草 県庁代表と同じ　那賀 0736-63-0100 伊都 0736-34-1700 有田 0737-63-4111 日高 0738-22-3111 西牟婁 0739-22-1200 東牟婁 0735-22-8551

県税の休日・夜間
納税窓口(各振興局)

納税や相談に

ぜひご利用ください

夜 間
4月22日(木) 20:00まで

休 日
4月25日(日) 9:00～17:00

問 各振興局税務課

(海草は納税課)

自動車税、自動車取
得税の改正について

環境負荷の小さい自動車に
対する自動車税及び自動車
取得税の軽減について、平
成16年度からその要件や軽
減期間等が改められました。
詳しくは、各振興局税務課
(海草は自動車税・間税課)へ
お問い合わせください。
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県警察官A採用
時 5月8日(土)
場県立星林高校(和歌山市)、県
立田辺商業高校(田辺市)
試験区分・採用予定人数
警察官A男性＝76人程度
警察官A女性＝4人程度
受験資格 昭和50年4月2日から
昭和62年4月1日までに生まれ
た方で、大学(短期大学を除く)
の卒業者又は平成17年3月末日
までに卒業見込みの方
申込書配布 県人事委員会事務局、
県パスポートセンター、県警察
本部警務課、県内各警察署等
申郵送＝4月2～16日
持参＝4月12～16日に県人

事委員会事務局
問申込先t073-441-3763

県立医大病院 助産師･看護師
勤務場所 医大病院(和歌山市)・
紀北分院(かつらぎ町)
時 4月29日(祝)
対・定 有資格者20人程度
申 4月16日までに医大総務課
問医大看護部長室t073-447-
2300、紀北分院看護部長室
t0736-22-0066

県立南紀福祉センター看護師・
准看護師
時 4月25日(日)
対・定 有資格者2人程度
申・問 4月20日までに県福祉事
業団総務経営課t0739-47-
6640

下水道排水設備工事責任技術者
時 8月1日(日)
場和歌山大学(和歌山市)
申込書配布 5月10～14日に下
水道事業等実施市町村、県庁下
水道課、各振興局建設部、(財)
和歌山県下水道公社
申込受付 5月17～21日
問日本下水道協会和歌山県支部
(和歌山市役所下水道総務課内)
t073-435-1093、関係市町村
役場、県庁下水道課

危険物取扱者
種類 甲種、乙種、丙種
時 5月23日(日) 9:30
場和歌山市、田辺市、新宮市
願書配布 (財)消防試験研究セン
ター和歌山県支部、県庁消防保
安課、各振興局地域行政課、各
消防本部
申 4月12～15日に(財)消防試験
研究センター和歌山県支部
問申込先t073-425-3369

保育士
時 8月4日(水)・5日(木)
場和歌山信愛女子短期大学(和
歌山市)、西牟婁総合庁舎(田辺
市) ※実技試験は10月16日に同
短期大学で実施。幼稚園教諭免
許所有者は申請により、筆記の
「発達心理学」「教育原理」、実
技の「保育実習実技」を免除
願書配布 5月10～28日に県庁
子育て推進課、各振興局健康福
祉部、各市町村役場
申郵送＝5月17～28日に県庁
子育て推進課 持参＝5月28日に
県民文化会館(和歌山市)
問県庁子育て推進課

製菓衛生師
時 6月7日(月) 14:00
場県勤労福祉会館(和歌山市)
願書・従事証明書用紙配付
県庁生活衛生課、各県立保健所
(支所)
申 4月19～23日に住所地を管
轄する県立保健所(支所)（但し、
和歌山市又は
県外在住の方
は県庁生活衛
生課）
※郵送可
問申込先

母子寡婦福祉修学資金
対高校･大学等で修学する母子
家庭の児童等
申込書配布 各振興局健康推進課、
各市町村母子福祉担当課
申各市町村母子福祉担当課
問各振興局健康推進課(和歌山
市在住の方は和歌山市役所こど
も家庭課)

地域･ひと･まちづくり事業
県内の地域づくり団体等が実施
する地域づくり活動を支援
補助率 対象経費の2分の1以内
補助限度額 100万円
申・問 各振興局地域行政課

紀州材健康の家づくり支援
対県内に自分が住むために建て
る一戸建て専用･併用住宅(建売
除く)の新築･増築(10m2以上)
条件 住宅の構造材(柱･はり等)･
内装材(床･壁等)に紀州材を使い、
かつ平成17年2月末までにその
部分が完成すること
補助金額 紀州材の使用量に応
じて、1棟当たり20万円を上限
申所定の様式で9月30日までに
各振興局林務課、市町村役場
問県庁林業振興課、各振興局
林務課

修学奨励金
募集期間 4月14日～5月31日
【奨学金】

対 ･高等学校･高等専門学校に
平成14年4月以降第1学年に入
学した方
・世帯全員の年間収入額が県規
則の貸与基準額以下であること
・保護者等が県内に住所を有し
ていること
・日本学生支援機構(旧日本育
英会)等の奨学金の貸与を受け
ていないこと
貸与額(月額) 国公立＝自宅通学
18,000円、自宅外通学23,000円
私立＝自宅通学30,000円、自宅
外通学35,000円
返還 無利子、卒業後10年以内
【進学助成金】

対 ･平成16年4月に大学･短大に
入学又は高等専門学校から大学
へ編入学し、自宅以外の場所か
ら通学する方
・世帯で最も収入の多い人の年
間収入額が県規則の貸与基準額
以下であること
・保護者等が県内に住所を有し
ていること
・日本学生支援機構による一時
金の貸与を受けていないこと
貸与額(一時金) 50万円
返還無利子、卒業後5年以内
問県教育委員会生涯学習課
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